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本 Discussion Paper は、所内での討論に用いるとともに、関係の方々からのご意見を頂く
ことを目的に作成したものである。 
また本 Discussion Paper の内容は、執筆者個人の見解に基づいてまとめられたものであり、
機関の公式の見解を示すものではないことに留意されたい。 
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しては、歴史が長く毎月定期的に刊行されている IEEE Transactions on Pattern Analysis and





















ろ、米国の論文が 585 件と最も多く調査対象全体の 45 % を占める結果となった。米国に続き、英
国 7 % 、イスラエル 5 % 、フランス 5 %、カナダ 4 % 、日本 4%、中国 3 % の比率となってい
る。香港の論文数比率も 3% 近くあり、中国と香港を合わせた論文数比率は 6% と英国の次に高
くなる。また、イスラエルの論文数比率が高いのはコンピュータビジョン領域の特徴と言える。
(2) 国・地域別の学士・修士・博士取得者数の比率
国別の学士取得者数を調べた結果、学士取得者数比率の高い順に米国 12 %、中国 12 %、イン




博士取得者数の比率は、米国 23%、英国 7%、フランス 6 %、日本 3 %、カナダ 3 %、イスラエ
ル 3 %、中国 2 %の順に多い結果となっている。修士取得者数の比率は多い順に、米国 22%、中





















米国の大学、企業を中心に多くの論文が発表され、Carnegie Mellon University 22 件, Mas-
sachusetts Institute of Technology 19 件, Siemens Corporate Research 19 件が論文数の多い
組織であった。米国以外では、イスラエル、香港、中国の組織から論文数が多く、イスラエルの
Technion, Israel Inistitute of Technology 17件、Hebrew University of Jerusalem 11 件、香港
の Chinese University of Hong Kong 14件, Hong Kong University of Science and Technology
12件、中国の Chinese Academy of Science 11件が論文数で上位となっている。
(2) 組織別の著者数と学士・博士取得者数
組織別の著者数でも、米国の大学・企業に所属する著者数が多くなっている。博士取得者数の
多い組織は、米国の Massachusetts Inisitute of Technology が 81 名と最も多く、University of
Maryland, College Park 40 名, University of Illinois at Urabana-Champaign 38 名、Carnegie
Mellon University 37 名であった。なお、University of Tokyo は 7 番目に博士取得者数が多く
29名であった。学士取得者数の多い組織は、中国の Tsinghua University 61名、 University of
Science and Technology of China 40名、イスラエルの Hebrew University of Jerusalem 33 名、




米国の Canegie Mellon University(CMU) の場合には学士取得者数 7 名に対して著者数が 40
名と多く、反対に中国の University of Sience and Technology of China(USTC) では学士取得者
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価については、The QS World University Rankings[14]、中国の Shanghai Jiao Tong University



















スペインの大学に在籍していた研究者 [4, 6]、中国国内の研究機関に所属する研究者 [8]、スウェー






































行されている IEEE Transactions on Pattern Analysis and Machine Intelligence を調査対象と
して選択した。以下、この論文誌を IEEE-TPAMI と表記する。
IEEE(Institute of Electrical and Electronic Engineers;電気電子技術者協会) とは、米国に本
部を置く電気電子・情報通信関連の世界最大の学協会である。コンピューターから原子力・航空宇
宙など幅広い関連領域別に 38のソサエティ (2008年末現在)がある。このうちコンピュータソサ
エティは、総会員数 約 37.5万人のうち、約 1/4近くを占める最大のソサエティとなっている。
2.2 著者経歴と抽出データ
IEEE-TPAMI の場合、掲載される論文は基本的に Regular Papers と Short Papers に分かれ
る。Regular Papers の場合には以下のような著者経歴が論文の末尾に記載されている。
Avinash Jain received the BTech degree in electrical engineering from Indian Institute of
Technology, Bombay in 1997 and the MS degree from the University of Illinois, Urbana-




IEEE Transactions on Pattern Analysis and Machine Intelligence 1979
IEEE Transactions on Image Processing 1992
Pattern Recognition 1968
International Journal of Computer Vision 1987
Computer Graphics Image Processing*1 1972
Computer Vision, Graphics and Image Processing*2 1990
Computer Vision and Image Understanding 1995
Graphics Models and Image Processing 1995
表 2.2 著者経歴データの例
氏名 Avanish Jain
所属組織 QUALCOMM Inc. Unites States 2002
学位 博士 N/A N/A N/A
修士 University of Illinois, Urbana-Champaign United States 1999
学士 Indian Institute of Technology, Bombay India 1997
at QUALCOMM Inc., where he is working on design and development of the cdma2000
reverse link. He is currently also a PhD student at the University of California, San Diego
with research interest towards wireless and communication networks.
下線部の記述から、論文著者が学士、修士、博士の学位を取得した組織と取得年を読み取ることが
できる。さらに、論文が発行された 2002 年の論文著者の所属組織を追加して表 2.2にまとめた著
者経歴データを得る。前述の例では、著者経歴には PhD student とあり、博士課程には在籍する







調査データは IEEE TPAMIに掲載された 1997～2009年の Regular Papers とした。以下、本
文中では Regular Paper を論文と表記する。表 3.1に論文数、総著者数、著者をまとめる。1名の
研究者が複数の論文著者になることがあるため、同一の研究者を論文毎にカウントした結果を総著
者数、同一の研究者が重複しないようにカウントした結果を著者数とする。結果として、重複のな
*1 Computer Graphics Image Processing は 1990 年に誌名が Computer Vision, Graphics and Image Process-
ing に変更されている。
*2 Computer Vision, Graphics and Image Processing は 1995年に Computer Vision and Image Understand-




表 3.2には、同一著者による論文数の分布を示す。論文数が 1件の著者が全体の約 80%を占め、











同一著者による論文数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 13 27







の多い 20の国・地域別について論文数の推移をまとめた結果を図 3.2(a)に示す。これら 20の国・
地域の論文数が全体の 95% を占めている。論文数の比率は米国が 45% で最も多く、以下、英国
7%、イスラエル 5%、フランス 5%、カナダ 4%、日本 4%、中国 3%と続いている。中国の論文数
は 1997から 2000年の間には 0件だが、2001年以降は論文数が急激に増加している。
次に、論文の共著者全員について所属する組織から論文と国・地域を関係づけ、論文数を求めた
結果について述べる。すべての共著者が所属する組織は 49の国・地域に分布している。この中で
論文数の多い 20の国・地域別の論文数の推移をまとめた結果を図 3.2(b)に示す。これら 20の国・
地域別の論文数が全体の 95%を占めている。論文数の比率は米国が 45%と最も高く、以下、英国








































表 3.3 には共著者数と論文数の関係を示す。最も多いのが共著者数が 2 名の論文であり全体の
43 % を占めている。共著者数が 3 名、4 名、1 名、5 名の論文順に比率が低くなり、それぞれ
30%、13%、9%、4%となっている。共著者数の最大は 9名であるが、2～3名の共著論文が全体
の 72%を占め、単著論文と 2～4名の共著論文を含めると全体の 95 %を占める。




















































































































































































果を図 3.4に示す。著者数の比率は米国が 44%と最も高く、英国 7%、フランス 5%、イスラエル








全体の 29%を占めている (図 3.5で国・地域を N/A と表記したデータ)。学士取得者数の多い国・





























































最も多く、全体の 41%を占めている (図 3.7で国・地域を N/A と表記したデータ)。修士取得者
数の多い国・地域は米国 22%、中国 7%、イスラエル 3%、英国 3%、日本 3%、フランス 3%、カ





博士取得者は 46 の国・地域に分布している。国・地域数は学士の場合に 61、修士の場合に 59
であり、学士、修士、博士の順に国・地域数が少なくなっている。図 3.8には博士を取得していな
い場合と取得組織が不明な場合 (図 3.8で国・地域を N/A と表記したデータ)も含め、博士取得者
数の多い 20 の国・地域別の推移を示している。最も、博士取得者数の多いのが米国の 35% であ
る。次に、博士取得と取得組織が不明な場合が 23%となった。以下、英国 7%、フランス 6%、日






















































































































































IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、総著者 3,437 名のデータから得られ

































































































IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、総著者 3,437 名のデータから得られ








































































IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、総著者 3,437 名のデータから得られ










































付録 Bには、国・地域別の学士取得者数と修士取得者数の関係 (図 B.1参照)、学士取得者数と
12
博士取得者数の関係 (図 B.2参照)、修士取得者数と博士取得者数の関係 (図 B.3参照)、修士取得













































IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、著者 2,516 名のデータから得られた
結果で、学士取得者数、著者数の多い 40の国・地域を選択して表示している。縦軸、横軸は対





















United States China United Kingdom Israel France Japan
Canada India Italy Germany Others N/A
図 3.10 国・地域別の論文数・著者数と学士・修士・博士取得者数の比率
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、総著者 3,437 名のデータから得られ
た結果であり、主要 10ヶ国について論文数、著者数、博士取得者数、修士取得者数、学士取得













第一著者の所属する組織から、論文と国を関係づける。図 3.11～図 3.17 には、米国、英国、イス
ラエル、フランス、カナダ、日本、中国の論文について、著者数と博士・修士・学士取得者数の比
率を示す。
図 3.11には米国に分類される論文 585 件、著者 1,544 名の所属と著者経歴から得られた、国別
の著者数と博士・修士・学士取得者数の比率を示す。米国の占める比率は、著者数 92 %、博士取
得者数 63 %、修士取得者数 41 %、学士取得者数 25 % である。学士取得者数の比率では中国 14
%、インド 11 % となっている。論文に対する共著者の貢献を等しいと考えれば、米国の論文のう
14
ち 25 % が米国での学士取得者、14 % は中国での学士取得者、11% はインドでの学士取得者に
よってなされた成果であると言える。





United States China India Israel France Canada
United Kingdom Italy Greece South Korea Others N/A
図 3.11 米国の論文における著者と博士・修士・学士取得者の国・地域別比率





図 3.12には英国に分類される論文 96 件、著者 242 名の所属と著者経歴から得られた、国別の
著者数と博士・修士・学士取得者数の比率を示す。英国の占める比率は、著者数 88 %、博士取得
者数 60 %、修士取得者数 18 %、学士取得者数 43 % である。英国以外で博士取得者数の比率が
高い国はカナダ 5 %、米国 4 %、フランス 3 % である。また、英国以外で学士取得者の比率が高
い国は中国 7 %、カナダ 4 %、ギリシャ 3 % となっている。
図 3.13にはイスラエルに分類される論文 60 件、総著者 151 名の所属と著者経歴から得られた、
国別の著者数と博士・修士・学士取得者数の比率を示す。イスラエルの占める比率は、著者数 91
%、博士取得者数 46 %、修士取得者数 55 %、学士取得者数 75 % である。イスラエル以外では米
国の比率が高く、共著者数 9 %、博士取得者数 28 %、修士取得者数 10 %、学士取得者数 4 % と
なっている。
図 3.14 にはフランスに分類される論文 59 件、総著者 137 名の所属と著者経歴から得られた、
国別の著者数と博士・修士・学士取得者数の比率を示す。フランスの占める比率は、著者数 86 %、
博士取得者数 65 %、修士取得者数 28 %、学士取得者数 35 % である。
図 3.15にはカナダに分類される論文 50 件、著者 126 名の所属と著者経歴から得られた、国別
の著者数と博士・修士・学士取得者数の比率を示す。カナダの占める比率は、著者数 81 %、博士
取得者数 30 %、修士取得者数 26 %、学士取得者数 28 % である。米国の占める比率は共著者数
14 %、博士取得者数 32 %、修士取得者数 17 %、学士取得者数 9 % であり、博士取得者数の比率
15





United Kingdom Canada United States China France Russia
Japan Greece Germany India Others N/A
図 3.12 英国の論文における著者と博士・修士・学士取得者の国別比率
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文のうち第一著者の所属組織が英国の論文 96 件
著者 242名のデータから得られた結果である。著者数、博士・修士・学士取得者の多い 10ヶ国
について著者の所属する国と、博士・修士・学士取得組織が属する国を示している。その他の
国・地域を Others にまとめ、著者経歴に博士・修士・学士取得組織の記載がない著者は N/A
に含めている。





Israel United States China France Georgia Russia
South Korea Romania Argentina Belgium Others N/A
図 3.13 イスラエルの論文における著者と博士・修士・学士取得者の比率
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文のうち第一著者の所属組織がイスラエルの論文










France United States Germany Greece India Netherlands
China Spain United Kingdom Switzerland Others N/A
図 3.14 フランスの論文における著者と博士・修士・学士取得者の比率
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文のうち第一著者の所属組織がフランスの論文 59
件 著者 137名のデータから得られた結果である。著者数、博士・修士・学士取得者の多い 10ヶ
国について著者の所属する国と、博士・修士・学士取得組織が属する国を示している。その他の
国・地域を Others にまとめ、著者経歴に博士・修士・学士取得組織の記載がない著者は N/A
に含めている。
ではカナダよりも高い。また、フランスの博士取得者数の比率も 11 % と高い。
図 3.16には日本に分類される論文 46 件、著者 119 名の所属と著者経歴から得られた、国別の
著者数と博士・修士・学士取得者数の比率を示す。日本の占める比率は、著者数 88 %、博士取得
者数 70 %、修士取得者数 58 %、学士取得者数 72 % である。
図 3.17には中国に分類される論文 42 件、著者 139 名の所属と著者経歴から得られた、国別の
著者数と博士・修士・学士取得者数の比率を示す。中国の占める比率は、共著者数 78 %、博士取









にまとめる。第一著者の所属組織数 551 に対して全共著者の所属組織数は 801 と約 1.45 倍であ
る。また、学士取得組織と比較すると修士・博士の順に取得組織数は少なくなっている。
17





Canada United States France Algeria Tunisia Poland China Egypt Brazil India Others N/A
図 3.15 カナダの論文における著者と博士・修士・学士取得者の比率
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文のうち第一著者の所属組織がカナダの論文 50件
著者 126名のデータから得られた結果である。著者数、博士・修士・学士取得者の多い 10ヶ国
について著者の所属する国と、博士・修士・学士取得組織が属する国を示している。その他の
国・地域を Others にまとめ、著者経歴に博士・修士・学士取得組織の記載がない著者は N/A
に含めている。





Japan United States United Kingdom China Germany Canada N/A
図 3.16 日本の論文における著者と博士・修士・学士取得者の比率
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文のうち第一著者の所属組織が日本の論文 46 件
著者数 119名のデータから得られた結果である。著者数、博士・修士・学士取得者の多い 10ヶ
国について著者の所属する国と、博士・修士・学士取得組織が属する国を示している。その他の
国・地域を Others にまとめ、著者経歴に博士・修士・学士取得組織の記載がない著者は N/A
に含めている。
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China United States United Kingdom Japan Hong Kong Canada
Singapore Germany France Israel Others N/A
図 3.17 中国の論文における著者と博士・修士・学士取得者の比率
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文のうち第一著者の所属組織が中国の論文 42 件
著者 139名のデータから得られた結果である。著者数、博士・修士・学士取得者の多い 10ヶ国
について著者の所属する国と、博士・修士・学士取得組織が属する国を示している。その他の
国・地域を Others にまとめ、著者経歴に博士・修士・学士取得組織の記載がない著者は N/A
に含めている。
表 4.1 組織数
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、総著者 3,437 名のデータから得られ
た組織数である。
第一著者 全著者 学士取得 修士取得 博士取得
所属組織 所属組織 組織 組織 組織









で示した Siemens Corporate Research, IBM Almaden Research Center, Sarno Corporation
といった企業の研究所も含まれている。結果として、論文数の多い米国の組織が上位となって
いる。一方で、国・地域別の論文数がそれほど多くはない、香港の Chinese University of Hong
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表 4.2 組織の分類と組織数
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、総著者 3,437 名のデータから得られ
た組織を分類した結果である。
大学 研究機関 企業 その他 合計
第一著者所属組織 349 78 121 3 551
全著者所属組織 477 114 203 7 801
学士・修士・博士取得組織を含む全組織 948 148 205 7 1,308
Kong, Hong Kong University of Science and Technology、シンガポールの National University
of Singapore, Nanyang Technological University が上位に含まれているのが特徴である。また、
国・地域別の論文数の多いフランスや日本の組織が含まれていないことから、フランスや日本では
研究拠点が複数の組織に分散していることが推測される。さらに、中国については大学ではなく研
究機関の Chinese Academy of Sciences による論文数が中国内で最も多いことも特徴である。
表 4.3 論文数の多い組織
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204件から得られた結果である。
順位 組織 国・地域 論文数
1. Carnegie Mellon University United States 22
2. Massachusetts Institute of Technology United States 19
2. Siemens Corporate Research United States 19
4. University of Maryland, College Park United States 18
5. Technion, Israel Institute of Technology Israel 17
6. Michigan State University United States 16
6. University of Illinois at Urbana-Champaign United States 16
8. Chinese University of Hong Kong Hong Kong 14
9. Georgia Institute of Technology United States 12
9. Hong Kong University of Science and Technology Hong Kong 12
9. Rutgers University United States 12
12. Chinese Academy of Sciences China 11
12. Hebrew University of Jerusalem Israel 11
12. Swiss Federal Institute of Technology Lausanne Switzerland 11
12. Weizmann Institute of Science Israel 11
16. Columbia University United States 10
16. University of Groningen Netherlands 10
18. National University of Singapore Singapore 9
18. Ohio State University United States 9
18. Rensselaer Polytechnic Institute United States 9
18. State University of New York at Bualo United States 9
18. University of Cambridge United Kingdom 9
18. University of Toronto Canada 9
18. Yale University United States 9
25. IBM Almaden Research Center United States 8
25. Johns Hopkins University United States 8
25. Nanyang Technological University Singapore 8
25. Sarno Corporation United States 8
25. University of Amsterdam Netherlands 8
25. University of California, Los Angeles United States 8
25. University of Oxford United Kingdom 8
25. University of Southern California United States 8
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表 4.4 には論文数の多い企業を示す。大企業の研究所または、大企業の研究部門が独立し
た Sarno Corporation*5, Lucent Technologies Inc.*6が上位に含まれている。また、近年では
Microsoft Research, Google Inc., Microsoft Research Asia といった IT企業とその研究部門が重
要な研究拠点として台頭してきている。
表 4.4 論文数の多い企業
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204件から得られた結果である。
順位 組織 国・地域 論文数
3. Siemens Corporate Research United States 19
18. IBM Almaden Research Center United States 8
18. Sarno Corporation United States 8
33. IBM T.J. Watson Research Center United States 7
33. Microsoft Research United States 7
45. Google Inc. United States 6
45. Microsoft Research Asia China 6
57. Lucent Technologies Inc. United States 5
57. MobilEye Vision Technologies Ltd. Israel 5
69. GE Global Research Center United States 4
69. NEC Research Institute United States 4
69. Xerox Palo Alto Research Center United States 4
93. GE Corporate Research and Development United States 3
93. Hewlett-Packard Laboratories United States 3
93. Hitachi Ltd. Japan 3
93. Microsoft Corporation United States 3
93. Siemens Medical Solutions United States 3
93. Toshiba Corporate Research and Development Center Japan 3













*5 Sarno Corporationは旧 RCA研究所であり、現在は SRI International の関連会社である。








順位 組織 国・地域 著者数 重複著者数
1. Carnegie Mellon University United States 39 64
2. University of Maryland, College Park United States 32 56
3. Chinese Academy of Sciences China 30 39
4. Technion, Israel Institute of Technology Israel 29 42
5. Massachusetts Institute of Technology United States 28 42
6. University of Illinois at Urbana-Champaign United States 27 47
7. Georgia Institute of Technology United States 24 34
8. Siemens Corporate Research United States 23 32
9. Chinese University of Hong Kong Hong Kong 21 34
9. Swiss Federal Institute of Technology Lausanne Switzerland 21 26
11. National University of Singapore Singapore 20 23
11. Tsinghua University China 20 21
13. University of Toronto Canada 19 24
13. University of Oxford United Kingdom 19 26
15. Michigan State University United States 18 52
15. Brown University United States 18 24
15. University of California, Santa Barbara United States 18 21
18. Johns Hopkins University United States 17 22
18. University of Amsterdam Netherlands 17 29
18. Microsoft Research Asia China 17 28
21. Rutgers University United States 16 33
21. University of Groningen Netherlands 16 25
21. Rensselaer Polytechnic Institute United States 16 23
21. University of South Florida United States 16 25
25. Hong Kong University of Science and Technology Hong Kong 15 31
25. Hebrew University of Jerusalem Israel 15 33
25. University of California, Los Angeles United States 15 33
25. Pennsylvania State University United States 15 23
25. University of California, Berkeley United States 15 22
25. Catholic University of Leuven Belgium 15 18
25. University of California, San Diego United States 15 26
25. INRIA Rhone-Alpes France 15 20
25. Tel Aviv University Israel 15 17
34. Microsoft Research United States 14 27
34. University of Florida United States 14 18
34. National Technical University of Athens Greece 14 14
論文数や著者数と比較すると中国の Tsinghua University, University of Science and Tech-
nology of China, Zhejiang University, Peking University, Xi'an Jiaotong University、インド
の Indian Institute of Technology Kanpur, Indian Institute of Technology Kharagpur, Indian
Institute of Technology Madras といった大学の学士取得者数が多いのが特徴となっている。ま









順位 組織 国・地域 学士取得者数 学士取得者数
1. Tsinghua University China 61 77
2. University of Science and Technology of China China 40 66
3. Hebrew University of Jerusalem Israel 33 64
3. Technion, Israel Institute of Technology Israel 33 46
5. Massachusetts Institute of Technology United States 29 40
6. University of Cambridge United Kingdom 23 43
7. National Technical University of Athens Greece 22 31
7. Zhejiang University China 22 29
9. Peking University China 21 25
9. University of Tokyo Japan 21 30
11. Tel Aviv University Israel 18 32
12. McGill University Canada 17 22
12. Seoul National University South Korea 17 24
12. Xi'an Jiaotong University China 17 24
15. University of Oxford United Kingdom 15 20
16. University of Padua Italy 14 28
17. Ecole Polytechnique France 13 16
17. Kyoto University Japan 13 25
17. National Taiwan University Taiwan 13 16
20. California Institute of Technology United States 12 16
20. Indian Institute of Technology Kanpur India 12 57
20. Indian Institute of Technology Kharagpur India 12 26
23. Indian Institute of Technology Madras India 11 14
23. Nanjing University China 11 15
23. Princeton University United States 11 20
24. Chinese University of Hong Kong Hong Kong 10 16
24. Harvard University United States 10 11
24. University of Illinois at Urbana-Champaign United States 10 12
24. University of Karlsruhe Germany 10 11
30. Indian Institute of Technology Bombay India 9 10
30. National Chiao Tung University Taiwan 9 9
30. Shanghai Jiao Tong University China 9 10





なく修士取得者数の多い大学も含まれている。また、中国の Chinese Academy of Sciences, イス








順位 組織 国・地域 修士取得者数 修士取得者数
1. Massachusetts Institute of Technology United States 55 77
2. Tsinghua University China 42 56
3. Technion, Israel Institute of Technology Israel 26 36
4. Chinese Academy of Sciences China 23 29
4. Stanford University United States 23 43
4. University of Tokyo Japan 23 31
7. University of Maryland, College Park United States 22 53
8. University of Illinois at Urbana-Champaign United States 19 23
9. Hebrew University of Jerusalem Israel 16 38
9. Weizmann Institute of Science Israel 16 25
11. McGill University Canada 15 20
12. Georgia Institute of Technology United States 14 15
13. Cornell University United States 13 19
13. Delft University of Technology Netherlands 13 24
13. Korea Advanced Institute of Science and Technology South Korea 13 18
13. University of Southern California United States 13 37
17. Imperial College London United Kingdom 12 16
17. Indian Institute of Science Bangalore India 12 24
17. National Cheng Kung University Taiwan 12 12
17. Tel Aviv University Israel 12 19
21. Catholic University of Leuven Belgium 11 16
21. Johns Hopkins University United States 11 13
21. Rensselaer Polytechnic Institute United States 11 11
21. University of California, Santa Barbara United States 11 11
21. University of Toronto Canada 11 12
21. Washington University in St. Louis United States 11 15
21. Xi'an Jiaotong University China 11 13
28. Chinese University of Hong Kong Hong Kong 10 12
28. Peking University China 10 11






図 4.1には学士取得者数と著者数が多い 25組織の関係を示す。図 4.1の横軸と縦軸にはそれぞ









順位 組織 国・地域 博士取得者数 博士取得者数
1. Massachusetts Institute of Technology United States 81 124
2. University of Maryland, College Park United States 40 77
3. University of Illinois at Urbana-Champaign United States 38 51
5. Carnegie Mellon University United States 35 60
5. University of Oxford United Kingdom 35 55
6. Stanford University United States 30 55
7. University of Tokyo Japan 29 48
8. University of California, Berkeley United States 28 35
9. University of Southern California United States 26 56
10. Cornell University United States 22 35
11. University of Paris VI France 20 21
12. Michigan State University United States 19 21
12. University of Cambridge United Kingdom 19 35
14. Harvard University United States 18 36
14. Purdue University United States 18 28
16. Brown University United States 17 21
16. California Institute of Technology United States 17 23
16. Technion, Israel Institute of Technology Israel 17 32
17. University of Amsterdam Netherlands 16 21
18. Columbia University United States 15 22
18. Hebrew University of Jerusalem Israel 15 33
18. Swiss Federal Institute of Technology Lausanne Switzerland 15 16
18. University of Pennsylvania United States 15 26
18. University of Toronto Canada 15 31
18. University of Washington United States 15 24
26. Catholic University of Leuven Belgium 14 19
26. Princeton University United States 14 17
26. University of Paris XI France 14 22
26. Washington University in St. Louis United States 14 18





グラフの縦軸上にプロットされている組織で、企業の Siemens Corporate Research と大学
院以上の学生が所属する Chinese Academy of Science が含まれる。
(b) 学士取得者よりも著者の多い組織
グラフの上部にプロットされている、Carnegie Mellon University, University of Maryland,
College Park を始めとして、研究を活発に行っている組織がこれに相当する。
(c) 学士取得者と著者が同程度の組織




グラフ右下に位置する University of Science and Technology of China が典型的な組織で
あり、Zhejiang University, Peking University も含まれる。
なお、Canegie Mellon University については Robotics Insitute に関する調査報告があり [19]、従
来から計算機科学と人工知能研究が精力的に進められていることが述べられている。
付録 Cには、組織別の学士取得者数と修士取得者数の関係 (図 C.1参照)、学士取得者数と博士
取得者数の関係 (図 C.2参照)、修士取得者数と博士取得者数の関係 (図 C.3参照)、修士取得者数
と著者数の関係 (図 C.4参照)、博士取得者数と著者数の関係 (図 C.5参照)を示す。
図 4.1 組織別の著者数と学士取得者数の関係
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、著者 2,516 名のデータから得られた
結果で、学士取得者数、著者数の多い 25 組織を選択して表示している。縦軸、横軸は対数表











































































印は研究者の移動を表している。注目した研究者が所属する University of Southern California
を中心にしたネットワークを形成している。8 組織間の共著関係が存在し、著者経歴により 16組
織との関係が表されている。また、University of Southern California から移動した研究者の所属
する組織との共同研究が多いことも確認できる。
また、論文数の多い研究者 3 名について、共著関係に経歴情報を加えて生成した組織のネット














































(a) 所属組織 (b) 学士取得組織
(c) 修士取得組織 (d) 博士取得組織
図 6.1 著者の所属組織と学士・修士・博士取得組織の分布
























































































































































図 6.6(a) の Carnegie Mellon University では、米国国内、欧州、中国、インドから研究者が
集まっていることがわかる。図 6.6(b) の University of Maryland, College Park でも、同様に、
米国国内、欧州、中国、インドから研究者が集まっているが、Carnegie Mellon University と比

































































































































(g) 中国 (h) インド
図 6.4 国・地域内の研究者移動
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、著者 2,516 名のデータから得られた
結果であり、図の数値が移動者数を表す。
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(a) 米国への流入 (b) 米国からの流出
(c) 中国への流入 (d) 中国からの流出
(e) インドへの流入 (f) インドからの流出
図 6.5 研究者の国・地域間移動
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、著者 2,516 名のデータから得られた
結果である。線の太さが移動者数に対応し、赤い線が流入を表し、青い線が流出を表す。
College Parkに所属しているためと思われる。
図 6.6(c) の Technion, Israel Institute of Technology, 図 6.6(d) の Hebrew University of
Jerusalem では、どちらも米国で博士を取得した研究者が多く所属していることがわかる。図
6.6 (e)の Siemens Corporate Research には、米国国内、中国、欧州、イスラエル、インドからの
研究者移動を示している。図 6.6 (f) から、米国を経由して Microsoft Research Asia に所属する
研究者が多いことがわかる。つまり、Microsoft Research Asia は、米国を中心に中国の国外にい
る研究者を集める研究拠点として機能していると言える。
図 6.7には学士取得組織からの研究者の移動を示す。図 6.7(a)は Tsinghua University で学士
を取得した研究者の移動であり、米国を中心に修士・博士を取得して米国内の組織の所属している
研究者が多いことがわかる。図 6.7(b) は Indian Institute of Technology Khargpur で学士を取
33
表 6.1 代表的な研究者の国・地域間移動
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、著者 2,516 名のデータから得られた
結果である。
! United States United States ! China ! India !
China 180 Canada 30 United States 180 Unites States 110
India 110 Israel 26 Hong Kong 30 Singapore 5
Israel 48 Singapore 14 Singapore 21 Canada 3
Canada 42 South Korea 14 Japan 12 United Kingom 3
United Kingdom 31 United Kingdom 12 United Kingdom 25 France 2
France 29 Taiwan 12 Canada 11 Australia 1
South Korea 28 Hong Kong 10 Australia 7 Netherlands 1
Taiwan 23 Switzerland 9 France 5 Switzerland 1
Turkey 22 China 7 Belgium 2
Greece 22 Germany 7 Denmark 2
Italy 21 India 7 Germany 2
Germany 18 Turkey 7 Switzerland 2
Japan 13 Greece 6 Finland 1
Singapore 13 Brazil 4 Israel 1
Romania 10 Italy 4 Netherland 1
Brazil 9 Japan 4 Spain 1
Egypt 9 Australia 3
Hong Kong 9 France 3
Russia 8 Mexico 3
Switzerland 8 Spain 3
Netherlands 7 Belgium 2
Spain 7 Egypt 1
Australia 6 Finland 1
Pakistan 6 Malaysia 1
Portugal 5 Mirocco 1









 University of Maryland, College Park
 Technion, Israel Institute of Technology
 Hebrew University of Jerusalem
 Chinese University of Hong Kong
 Chinese Academy of Science
34
(a) Carnegie Mellon University (b) University of Maryland, College Park
(c) Technion, Israel Institute of Technology (d) Hebrew University of Jerusalem
(e) Siemens Corporate Research (f) Microsoft Research Asia
図 6.6 所属組織への研究者移動
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、著者 2,516 名のデータから得られた
結果である。赤、オレンジ、黄、白のマークが学士・修士・博士取得組織と所属組織を表し、赤
い線が研究者の移動経路を表す。
 Indian Institute of Technology Khragpur
 University of Tokyo
 National Technical University of Athenes
7 世界的な研究拠点における研究者の流動性
ここでは、世界的な研究拠点である米国の CMU (Carnegie Mellon University) とMIT (Mas-
sachusetts Institute of Technology) に注目し、これら組織における研究者流動性の特徴を示す。
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(a) Tsingha University (b) Indian Institute of Technology, Kharagpur
図 6.7 学士取得組織からの研究者移動




図 7.1 と図 7.2 には CMU、MIT に所属している、または、過去に所属した研究者の移動を示
す。赤、オレンジ、黄、白のマークがそれぞれ、学士、修士、博士を取得した組織と現所属を表し
ている。は CMUに所属する著者の移動経路を表す図 7.1(a) から、米国内外の組織から研究者が
集まっていることがわかる。図 7.1(b)は CMUで学士を取得した研究者がその後に移動した組織
とその経路を表している。図 7.1(c)は CMU で修士を取得した研究者の所属した組織とその経路
を表している。図 7.1(d)は CMU で博士を取得した研究者の所属した、組織とその経路を表して







図 7.3には CMUに所属する研究者 (論文著者 39名)が博士・修士・学士を取得した組織の国・
地域別分布を示す。米国については、CMUとその他米国に分けてカウントした。米国で博士を取
得した著者が 48%を占め、そのうち CMUで博士を取得した著者が 18%を占めている。米国外で
の博士取得者の比率はは 13% で、記載のない著者の比率は 38% となっている。修士取得組織で
は、米国の比率がも 31%で、そのうち CMUの比率が 13%となっている。学士取得組織では、米
国の比率がも 29%で、そのうち CMUの比率が 8%である。また、中国、英国で学士、修士を取
得した著者が含まれている。CMUに所属する研究者のうち 41%が米国以外の国・地域で学士を
取得していることがわかる。
図 7.4にはMITに所属する研究者 (論文著者 29名)が博士・修士・学士を取得した組織の国・
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(a) 著者の移動 (b) 学士取得者の移動
(c) 修士取得者の移動 (d) 博士取得者の移動
図 7.1 CMU所属研究者の移動
赤、オレンジ、黄、白のマークが学士・修士・博士取得組織と所属組織を表し、赤い線が研究者




外での博士取得者の比率はは 31% で、記載のない著者の比率は 28% となっている。修士取得組
織では、米国の比率がも 24%で、そのうちMITの比率が 14%となっている。学士取得組織では、









米国の論文が最も多く調査対象全体の 45 % を占めているという結果となった。米国に続き、英
国、イスラエル、フランス、カナダ、日本、中国から発表された論文が多い。イスラエルの論文比
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(a) 著者の移動 (b) 学士取得者の移動
(c) 修士取得者の移動 (d) 博士取得者の移動
図 7.2 研究者の組織間移動 Massachusetts Inistitute of Technology
赤、オレンジ、黄、白のマークが学士・修士・博士取得組織と所属組織を表し、赤い線が研究者




























United States(CMU) United States(Others) China United Kingdom
Canada Germany India Australia










































United States(MIT) United States(Others) United Kingdom Spain
Russia Lebanon Italy Israel
India Germany France China
Canada N/A











論文著者が学士を取得した国・地域の比率は、米国と中国が 12 % とほぼ同数で、インドが次
に多い 6 %であった。論文発行年別に論文著者の学士取得組織を調べたところ、中国の学士取得
者数は増加傾向にあり、2004年以降は米国よりも多くなっている。博士取得者数の比率は、米国
23%、英国 7%、フランス 6 %であった。
次に、米国に分類された論文著者について、学士取得者数の国・地域別の比率を求めたところ、
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図 D.1 共著関係と著者経歴から得られる国・地域間の関係 (研究者 A)










図 D.2 共著関係と著者経歴から得られる国・地域間の関係 (研究者 B)







図 D.3 共著関係と著者経歴から得られる国・地域間の関係 (研究者 C)


























































図 E.1 共著論文と著者経歴から得られる組織間の関係 (研究者 A)



































図 E.2 共著論文と著者経歴から得られる組織間の関係 (研究者 B)

























図 E.3 共著論文と著者経歴から得られる組織間の関係 (研究者 C)























































































(a) 英国への流入 (b) 英国からの流出
(c) フランスへの流入 (d) フランスからの流出
(e) イスラエルへの流入 (f) イスラエルからの流出
(g) 日本への流入 (h) 日本からの流出
図 G.1 研究者の国・地域間移動
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、著者 2,516 名のデータから得られた
結果である。線の太さが人数を表し、赤い線が流入、青い線が流出を表す。
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(a) カナダへの流入 (b) カナダからの流出
(c) オーストラリアへの流入 (d) オーストラリアからの流出
(e) シンガポールへの流入 (f) シンガポールからの流出
(e) 香港への流入 (f) 香港からの流出
図 G.2 研究者の国・地域間移動
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、著者 2,516 名のデータから得られた
結果である。線の太さが人数を表し、赤い線が流入、青い線が流出を表す。
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(a) ドイツへの流入 (b) ドイツからの流出
(c) ベルギーへの流入 (d) ベルギーからの流出
(e) ギリシャへの流入 (f) ギリシャからの流出
(g) トルコへの流入 (h) トルコからの流出
図 G.3 研究者の国・地域間移動




(a) 著者の移動 (b) 学士取得者の移動
(c) 修士取得者の移動 (d) 博士取得者の移動
図 H.1 研究者の組織間移動 University of Maryland, College Park




(a) 著者の移動 (b) 学士取得者の移動
(c) 修士取得者の移動 (d) 博士取得者の移動
図 H.2 研究者の組織間移動 Technion, Israel Institute of Technology
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、著者 2,516 名のデータから得られた
結果である。赤、オレンジ、黄、白のマークが学士・修士・博士取得組織と所属組織を表し、赤
い線が移動経路を表す。
(a) 著者の移動 (b) 学士取得者の移動
(c) 修士取得者の移動 (d) 博士取得者の移動
図 H.3 研究者の組織間移動 Hebrew University of Jerusalem




(a) 著者の移動 (b) 学士取得者の移動
(c) 修士取得者の移動 (d) 博士取得者の移動
図 H.4 研究者の組織間移動 Chinese University of Hong Kong




(b) 修士取得者の移動 (c) 博士取得者の移動
図 H.5 研究者の組織間移動 Chinese Academy of Science




(a) 著者の移動 (b) 学士取得者の移動
(c) 修士取得者の移動 (d) 博士取得者の移動
図 H.6 研究者の組織間移動 Indian Institute of Technology Khragpur
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、著者 2,516 名のデータから得られた
結果である。赤、オレンジ、黄、白のマークが学士・修士・博士取得組織と所属組織を表し、赤
い線が移動経路を表す。
(a) 著者の移動 (b) 学士取得者の移動
(c) 修士取得者の移動 (d) 博士取得者の移動
図 H.7 研究者の組織間移動 University of Tokyo




(a) 著者の移動 (b) 学士取得者の移動
(c) 修士取得者の移動 (d) 博士取得者の移動
図 H.8 研究者の組織間移動 National Technical University of Athenes
IEEE-TPAMI 1997～2009 に掲載された論文 1,204 件、著者 2,516 名のデータから得られた
結果である。赤、オレンジ、黄、白のマークが学士・修士・博士取得組織と所属組織を表し、赤
い線が移動経路を表す。
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